
ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」 

原邦彰消防庁長官 出演 

（放送日 令和６年４月６日（土）又は７日（日）） 

 

紹 介 

ひろたアナ 

「おはよう！日本全国消防団」、改めまして今日のゲストは消防庁長官の 

原
はら

 邦
くに

彰
あき

さんです。おはようございます。 

 

原長官 

おはようございます。 

 

消防庁について 

ひろたアナ 

早速ですが、消防庁はどんなお仕事をされているところか教えて頂けますか。 

 

原長官 

消防は地域の皆さんの生命と財産を守る仕事です。 

現在、全国で 17 万人の消防職員と 76 万人の消防団員、合わせて 93 万人の方々が活動

しておられます。 

総務省消防庁は、消防職団員の活動を支えるための制度づくりや財政支援を行っていま

す。 

また、大きな災害が発生した場合、地元の消防機関だけでは対応できませんので、緊急

消防援助隊という全国からの応援部隊の派遣や調整など、大災害対応の司令塔を担って

います。 

 

ひろたアナ 

まさに日本消防の要というところですよね。 

今回の能登半島地震でも消防庁は総力を挙げて対応されたと伺っています。 

 

原長官 

はじめに能登半島地震でお亡くなりになられた方々の御冥福をお祈りするとともに、被

災された方々に心からお見舞い申し上げます。 

発災直後から全国の消防本部に応援をお願いし、元日から２千名近い消防隊員が緊急消

防援助隊として現地に向かっていただきました。 



地元消防本部、地元消防団の方々と力を合わせて、消火・救助・救急活動に大変なご尽

力をいただきました。心から感謝を申し上げます。 

 

能登半島地震における消防団の活躍 

ひろたアナ 

消防関係者が総力を挙げて対応された様子が伝わってきますが、その中で特に消防団員

の皆さんはどんな活動をされたのでしょうか。 

 

原長官 

激しい揺れにより道路が寸断され外からの応援が困難な中、地元消防団員の方々は、自

らも被災されながら、地域住民の皆様の命を守るべく避難の呼び掛けや消火活動に従事

され、また倒壊した建物から救助活動を行う等、様々な活動を行っていただきました。 

国民の皆様にも、大災害のときこそ消防団が頼りになる存在であることを、再認識して

いただいたのではないでしょうか。 

 

消防団の課題・消防庁の消防団に関する取り組み 

ひろたアナ 

消防団員の皆さんも、大変な状況の中、活動されたのだとあらためて思いました。 

こうした消防団に対する消防庁としての最近の取り組みにはどのようなものがありま

すか。 

 

原長官 

日本は人口も減少していますので、消防団員も減少傾向が続いています。 

総務省消防庁としては、今一度、原点に立ち返って消防団員の皆様の思いに寄り添い、

消防団員がやりがいを持って活動できる環境づくりを進めるため、様々な取り組みを行

っています。 

例えば、デジタル技術を使ったより効率的な活動を行うための取り組みをはじめ、若年

層や女性の入団促進に向け、優良な取り組みをまとめた事例集を作成し、全国の皆さん

にお知らせしています。 

このような取り組みにあわせて、総務省は予算も増額しています。 

最近では様々な方が消防団活動に参加しやすくなるよう、「大規模災害時のみ」、あるい

は「平時の防災教育のみ」など、あらかじめ活動を限定した機能別消防団制度や、消防

団活動に理解があり、協力的な企業や事業所に対しての認証制度を設ける等、様々な形

で消防団の加入促進を後押しする活動を行っております。 

 



メッセージ（消防団員向け） 

ひろたアナ 

力強いお言葉により、消防団が身近になった方も多いのではないでしょうか。 

ラジオをお聞きの消防団員の皆さんにメッセージをお願いいたします。 

 

原長官 

全国の消防団員の皆様が、それぞれお仕事を持ちながら、「自分たちのまちは自分たち

で守る」という高い使命感の下で、一致団結してご尽力いただいていることに、改めて

心から敬意を表し、感謝申し上げます。 

近年、各地で災害が頻発化・激甚化する中で、今回の能登半島地震でもあらためて分か

りますとおり、大災害の時こそ地域住民の方々が助け合うということが大切であって、

その中心に消防団がいます。 

今後とも地域の安全安心を確保するため、より一層の御協力をお願いいたします。 

私たち総務省消防庁も、全力で消防団活動を支援していきます。 

 

メッセージ（一般リスナー向け） 

ひろたアナ 

最後に全国でこの番組を聞いているリスナーの方にもお伝えしたいことはございます

か。 

 

原長官 

災害はいつ、どこで発生するか分かりません。 

いざという時に大事なのは、日頃からの備えです。 

実際に能登半島地震でも日頃から備えている地域は、大きな被害を免れています。 

皆さんのまわりにも消防団をはじめ、自主防災組織、女性防火クラブ、少年消防クラブ

といった地域防災活動に取り組んでおられる方がたくさんいらっしゃいます。  

こうした取り組みに目を向けていただいて、自らも地域の防災力を担う意識を持ってい

ただけると大変心強いです。 

私たち総務省消防庁も地域の防災力の充実強化に向けて、全力で取り組んでいきたいと

思います。 

 

 

むすび 

ひろたアナ 

ありがとうございます。  



原長官の熱い言葉が励みになった方もたくさんいらっしゃると思います。 

「おはよう！ニッポン全国消防団」、 

消防庁長官の原 邦彰さんにお話を伺いました。 

ありがとうございました。 

 

原長官 

どうもありがとうございました。 

 


